平成　　年　　月　　日　
平成２９年度「理工学研究所先導研究推進助成金」申請書

	＊本助成金の申請に当たり，「理工学研究所先導研究推進助成金」募集要項第８条の応募条件及び研究期間修了後の義務を遵守いたします。 


	区　　分
	指定研究

	１　研究者（研究代表者）

　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　印　　③　生年月日：昭和　　年　　月　　日（　　　歳）

④　資格：　　　　　　　　　⑤　学位：　　　　　　　　　　　⑥　専門領域：　　　　　　　　　　

	２　研究課題　和文表記

	＊　英文表記

	３　研究期間

◎平成２９年度 ～ 平成３０年度（２年間）
	４　申請金額：平成２９年度：　　　　　　万円
　　　　　　　平成３０年度：　　　　　　万円
　　　　　　　　　総　額　　　　　　　　万円

	５　研究組織

	氏　　名
	所属・資格
	専門領域
	学位
	役割分担（分担事項）
	研究倫理教育

	○研究代表者

○研究分担者（学内）
合計　　名
	

	
	
	
	済・未

済・未



	６　研究目的
研究の全体構想及びその中での本研究の具体的な目的について，特に次の点に焦点を絞り，具体的かつ明確に記述してください。

1 研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか

2 当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

3 研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ）

	


	研究目的（つづき）



	７　研究計画・方法　
研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について，当該年度の経費との関連もあわせて明記してください。（２か年の構想）

	平成２９年度



	研究計画・方法　（つづき）
平成３０年度



	８　派遣・受入れ計画

	氏　　　名
	日　程
	用務先
	調査研究事項

	平成２９年度
平成３０年度

	
	
	

	９　研究計画の準備状況

	

	10　研究終了後５年間の申請予定の外部資金（科研費の特定領域研究，新学術領域研究，基盤研究A及びこれに準ずる省庁，民間等）

	終了後，
１

年目


	制度名等　　　
予算規模

外部資金の名称

	終了後，
１

年目
	制度名等
予算規模

外部資金の名称

	終了後，
２

年目
	制度名等
予算規模

外部資金の名称

	終了後，
２

年目


	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
３

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
３

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
４

年目


	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
４

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
５

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
５

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称

	終了後，
 　

年目
	制度名等

予算規模

外部資金の名称


	11　研究業績　学術誌等に発表した論文，著書のうち本研究に関連する重要なものを選定し，研究組織欄に記入された研究者ごとに，現在から順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください。

	発 表 論 文 名 ・ 著 書 名

	例えば発表論文の場合，論文名，著者名，掲載誌名，査読の有無，巻，最初と最後の頁，発表年（西暦）の各項目を明記してください。（以上の各項目が記載されていれば，項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は，主な著者を数名記入し，以下を省略すること。）




	12　科学研究費助成事業の申請・採択状況　（過去３年間）

	氏　名
	申請

年度
	研究種目
	研究課題
	採・否

	
	
	
	
	

	13　委託研究費，外部助成金の受給状況　（過去３年間）

	氏　名
	年度
	助成等名称（委託者名）
	研究課題

	
	
	
	

	14　学内研究費の受給状況　（過去５年間）

	氏　名


	年度

	研究費名称
代表・分担


	
	
	

	15　その他の研究業績　（その他アピールすべき業績があれば記入してください。）

	

	


	16　平成２９年度研究経費　（補助希望額の欄は，支払科目ごとの積算基礎を合計し，万円未満を切り捨てて記入してください。）

	支払科目名
	補助希望額(円)
	積　　　算　　　基　　　礎
積算に当たっては，各支払科目ごとに使途・数量・単価等を明記し，円単位まで計算してください。

	人件費
	
	0
	000
	

	消耗品費
	
	0
	000
	

	通信運搬費
	
	0
	000
	

	印刷製本費
	
	0
	000
	

	旅費交通費
	
	0
	000
	

	修繕費
	
	0
	000
	

	業務委託費
	
	0
	000
	

	損害保険料
	
	0
	000
	

	賃借料
	
	0
	000
	

	手数料・報酬
	
	0
	000
	

	会合費
	
	0
	000
	

	雑費
	
	0
	000
	

	機　器　備　品
	
	0
	000
	

	合計
	
	0
	000
	

	

	※用品・機器備品を必要とする時は，下欄にその理由を具体的に記入してください。用品（カタログの写しを添付），機器備品（見積書及びカタログの写しを添付）

	17　平成２９年度用品・機器備品（理由）

	用品・機器備品別
	名称
	用品・機器備品を必要とする具体的な理由

	
	
	


	18　平成３０年度研究経費　（補助希望額の欄は，各支払科目ごとの積算基礎を合計し，万円未満を切り捨てて記入してください。）

	支払科目名
	補助希望額(円)
	積　　　算　　　基　　　礎
積算に当たっては，各支払科目ごとに使途・数量・単価等を明記し，円単位まで計算してください。

	人件費
	
	0
	000
	

	消耗品費
	
	0
	000
	

	通信運搬費
	
	0
	000
	

	印刷製本費
	
	0
	000
	

	旅費交通費
	
	0
	000
	

	修繕費
	
	0
	000
	

	業務委託費
	
	0
	000
	

	損害保険料
	
	0
	000
	

	賃借料
	
	0
	000
	

	手数料・報酬
	
	0
	000
	

	会合費
	
	0
	000
	

	雑費
	
	0
	000
	

	機　器　備　品
	
	0
	000
	

	合計
	
	0
	000
	

	

	※用品・機器備品を必要とする時は，下欄にその理由を具体的に記入してください。用品（カタログの写しを添付），機器備品（見積書及びカタ
ログの写しを添付）

	19　平成３０年度用品・機器備品（理由）

	用品・機器備品別
	名称
	用品・機器備品を必要とする具体的な理由

	
	
	


※複数学科で構成することが望ましい。また，学外研究者は，研究分担者に加えることはできません。





【※は，記入上の注意です(赤字表記)。申請の際は，削除願います。（次頁以降も同様）】





※研究倫理教育は分担者を含め全員の受講修了が条件です。





※１　当該年度の派遣・受入れの日程・用務先・調査研究事項について，行動を同じくする研究者ごとに，また日付順に簡潔に記入してください。





※２　海外から研究協力者を受入れる場合の用務先については，その者の出発地を記入してください。





※３　派遣・受入れに伴う経費と研究経費の積算基礎に相違のないように注意してください。





※目標とする外部研究資金を申請時に明示してください。





例　


１　論文名，著者名 ○○○○，□□□□，▽▽▽▽（他8名），××学会誌　9巻　査読有　51-58（2013）


２　論文名，著者名 ○○○○，△△△△，◇◇◇◇（他5名），◎◎学会誌　3巻　査読有 120-125（2012）


３　題目名，著者名 ○○○○，□□□□，▽▽▽▽，書名，発行所（2012）


４　題目名，著者名 ○○○○，書名，発行所（2011）








※研究組織内研究者が，科学研究費助成事業を過去３年間に研究代表者として申請している場合は，その採択状況を記入してください。








※　研究組織内研究者が，委託研究費，外部助成金を過去３年間に研究代表者として受給している場合は，その受給状況を記入してください。





※　研究組織内研究者が，学内研究費を過去５年間に研究代表者として受給している場合は，その受給状況を記入してください。








※　支払科目ごとに「研究費取扱い手引き」を参照の上，積算基礎欄を記載してください。また，不明な点等は，所管の当該各課に確認してください。









